美術教育における技術の位置付け : 手工教育思想の考察を通して [要旨] by 長尾 幸治
    
 
 
氏名 長尾 幸治 




学位論文等題目 〈論文〉 美術教育における技術の位置付け 
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れ、そのスケールの大きさや完成度の高さという点で博士学位作品として相応しいものと評価された。 
課程博士学位申請における研究の成果は、申請者自身が地道な研究の積み重ねの上にたどり着いたもので
あり、本人のこれからの制作や研究を進めるにあたり基盤となるものと考えられる。こうした真摯な研究姿
勢が論文執筆と創作研究の両方において優れた結果に導くことになった要因の一つであり評価出来るところ
である。 
総合審査結果として、提出された論文と作品の関係も加え、一貫した研究の成果が大いに認められる。論
文・作品ともに質の高い優れた研究であると審査員全員が高く評価し総合的に合格とした。
